
Cisco UCS VIC ドライバのダウンロードとイ
ンストール

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCS VICドライバのダウンロード, 1 ページ

• Cisco UCS VICドライバのインストール, 2 ページ

• sNICドライバの初回インストール, 14 ページ

• 既存の sNICドライバのアップグレード, 15 ページ

Cisco UCS VIC ドライバのダウンロード

ISO イメージバンドルの入手
この手順では、UCSドライバ ISOバンドルをダウンロードする方法について説明します。このバ
ンドルにはほとんどのCisco UCS仮想インターフェイスカードドライバが含まれています。場合
によっては、ドライバのインストール手順に注記された別のバンドルにドライバがある場合があ

ります。

手順

ステップ 1 Webブラウザで、http://www.cisco.comを開きます。
ステップ 2 [Support]で [All Downloads]をクリックします。
ステップ 3 製品選択で [Products]をクリックし、さらに [Servers - Unified Computing]をクリックします。
ステップ 4 入力を求められたら、Cisco.comのユーザ名およびパスワードを入力して、ログインします。

Unified Computing System（UCS）ドライバをダウンロードするには、サインインする必要があり
ます。
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ステップ 5 サーバを選択します。

Cisco UCSドライバは、Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェア、Cisco UCS Cシリー
ズラックマウントUCS管理サーバソフトウェア、および Cisco UCSMシリーズモジュラサーバ
ソフトウェアに使用できます。

ステップ 6 [Unified Computing System (UCS) Drivers]をクリックします。
ステップ 7 [Release Notes]リンクをクリックして、リリースノートの最新バージョンを表示します。
ステップ 8 ダウンロードする各ドライバ ISOに対して、次の作業を行います。

a) ダウンロードするリリースのリンクをクリックします。
デフォルトでは最新のリリースバージョンが選択されます。

b) ダウンロード方式を選択し、ドライバのダウンロードを実行します。プロンプトに従います。

Download

ソフトウェアを即時ダウンロードします。

Add to Cart

後でダウンロードするドライバ ISOをカートに追加します。

次の作業

Cisco UCS仮想インターフェイスカードドライバをインストールする前にリリースノートをお読
みください。

Cisco UCS VIC ドライバのインストール

インストール方法

Windows用のCisco UCS仮想インターフェイスカードドライバの場合、次のようにインストール
できます。

• Windows OSの新規インストール時。

• OSのインストール後、デバイスマネージャを使用して。

Cisco UCS仮想インターフェイスカードドライバをインストールし、更新するために管理者権限
が必要となります。

システムクラッシュを避けるため、まずインフラストラクチャファームウェア（UCSManager
を含む）、ファブリックインターコネクト、およびシャーシ I/Oモジュールをアップグレード
する必要があります。

（注）
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OS インストール（Windows 2012 および 2012 R2）中の Windows ドライ
バインストール

LUNにWindowsをインストールする場合は、OSのインストール中にWindows用 Cisco VICドラ
イバをインストールする必要があります。OSのインストール時にドライバを提供しない場合、シ
ステムは LUNを検出できません。

CiscoUCSMシリーズを除き、Windowsをローカルハードディスクにインストールする場合、OS
のインストール中のドライバのインストールは不要です。OSのインストールが完了した後でドラ
イバをインストールできます。

Cisco UCS MシリーズでWindowsをローカルハードディスクにインストールするには、OSのイ
ンストール中に VICドライバをインストールする必要があります。

ドライバのインストールファイルはシステムディスクドライバのタイムアウト値など特定の

レジストリエントリを変更します。ドライバを削除しても、これらの値は復元されません。

注意

Windows 2012および 2012 R2の OSのインストール時には、Windowsドライバをインストールす
るための以下のベストプラクティスに従ってください。ドライバをアップグレードする前に、次

の順序でインフラストラクチャをアップグレードする必要があります。

•インフラストラクチャファームウェア（UCS Managerを含む）、ファブリックインターコ
ネクト、およびシャーシ I/Oモジュールをアップグレードします。

•サーバやアダプタのファームウェアをアップグレードします。

• OS VICドライバをアップグレードします。

適切なアップグレード手順に従わない場合、サーバがクラッシュする恐れがあります。注意

手順

ステップ 1 インストール DVDまたは仮想メディアを使用してWindowsのインストールを開始します。
ステップ 2 [Where do you want to install Windows]画面で、[Load Driver]をクリックします。

ステップ 3 ドライバを参照し、[OK]をクリックします。ドライバは [Select the drive to be installed]ウィンドウ
に表示されます。

ステップ 4 正しいドライバが [Select the drive to be installed]画面に表示されているのを確認し、[Next]をクリッ
クします。

ステップ 5 LUNへのWindowsのインストールを継続するか、LUNを [Where do you want to install Windows?]
画面で選択します。
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OS インストール（Windows 2008 SP2、および R2）中の Windows ドラ
イバインストール

SAN LUNにWindowsをインストールする場合は、OSのインストール中にWindows用 Cisco VIC
ドライバをインストールする必要があります。OSのインストール時にドライバを提供しない場
合、システムは SAN LUNを検出できません。

Windowsをローカルハードディスクにインストールしている場合、OSのインストール中のドラ
イバのインストールは不要です。OSのインストールが完了した後でドライバをインストールでき
ます。

ドライバのインストールファイルはシステムディスクドライバのタイムアウト値など特定の

レジストリエントリを変更します。ドライバを削除しても、これらの値は復元されません。

注意

Windows 2008および 2008 R2の OSのインストール時には、Windowsドライバをインストールす
るための以下のベストプラクティスに従ってください。ドライバをアップグレードする前に、次

の順序でインフラストラクチャをアップグレードする必要があります。

•インフラストラクチャファームウェア（UCS Managerを含む）、ファブリックインターコ
ネクト、およびシャーシ I/Oモジュールをアップグレードします。

サーバやアダプタのファームウェアをアップグレードします。

OS VICドライバをアップグレードします。

次のホットフィックスが連続的にインストールされていない場合は、eNICドライバと fNICドラ
イバをアップグレードするとWindows 2008がクラッシュします。

1 KB2990941

2 KB2511962

3 KB2754704

3つすべてのホットフィックスがインストールされるまでリブートしないでください。（注）

これらのホットフィックスがインストールされていないと、デバイスドライバは重要なデバイス

として正しく登録されず、アップグレード中にクラッシュしてしまいます。
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手順

ステップ 1 インストール DVDまたは仮想メディアを使用してWindowsのインストールを開始します。
ステップ 2 [Where do you want to install Windows]画面で、[Load Driver]をクリックします。

ステップ 3 ドライバを参照し、[OK]をクリックします。ドライバは [Select the drive to be installed]ウィンドウ
に表示されます。

ステップ 4 正しいドライバが [Select the drive to be installed]画面に表示されているのを確認し、[Next]をクリッ
クします。

ステップ 5 SAN LUNへのWindowsのインストールを継続するか、SAN LUNを [Where do you want to install
Windows?]画面で選択します。

OS インストール（Windows 2008-R2）後の Windows ドライバインス
トール

ドライバのインストールファイルはシステムディスクドライバのタイムアウト値など特定の

レジストリエントリを変更します。ドライバを削除しても、これらの値は復元されません。

注意

Windows 2012およびWindows 2012 R2と同じ手順に従います。（注）
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手順

ステップ 1 Windowsは新しくインストールされたファイバチャネルまたはイーサネットデバイスを検出し、
[Device driver software was not successfully installed]メッセージが表示されます。

ステップ 2 イーサネットまたはファイバチャネルデバイスを右クリックし、[Update driver software]を選択し
ます。

ステップ 3 [Browse my computer for driver software]をクリックします。
ステップ 4 [Let me pick from a list of device drivers on my computer]をクリックします。
ステップ 5 [Select your drivers type from the list below]ウィンドウで、[Show All Devices]を選択したまま [Next]

をクリックします。

ステップ 6 [Select the device driver you want to install for this hardware]ウィンドウで、[Have Disk]をクリックし
ます。

ステップ 7 [Install from Disk]ウィンドウで、[Browse]でドライバを参照し [OK]をクリックします。
ステップ 8 [Select the device driver you want to install for this hardware]画面で [Next]をクリックします。
ステップ 9 [Close]をクリックしてウィザードを終了します。
ステップ 10 WindowsがSANブートに続いて次のメッセージを表示した場合、[Yes]をクリックしてコンピュー

タをすぐに再起動します。
System Settings Change.Windows has finished installing a new device.The software that

supports your device requires that you restart your computer.You must restart your computer

before the new settings will take effect.Do you want to restart your computer now?

OS インストール（Windows 2008 SP2）後の Windows ドライバインス
トール

ドライバのインストールファイルはシステムディスクドライバのタイムアウト値など特定の

レジストリエントリを変更します。ドライバを削除しても、これらの値は復元されません。

注意
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手順

ステップ 1 Windowsが新しくインストールされたファイバチャネルまたはイーサネットデバイスを検出し
[FoundNewHardware]ウィザードが表示された場合、[Locate and install driver software (recommended)]
をクリックします。

ステップ 2 ディスクを挿入するように求められた場合、[I don't have the disc. Showme other options]をクリック
します。

ステップ 3 [Browse my computer for driver software (advanced)]をクリックします。
ステップ 4 ドライバをブラウズし、[Next]をクリックします。
ステップ 5 [Would you like to install this device software?]ウィンドウで、[Install]をクリックします。
ステップ 6 [Close]を 2回クリックして、ドライバソフトウェアのインストールを完了します。
ステップ 7 WindowsがSANブートに続いて次のメッセージを表示した場合、[Yes]をクリックしてコンピュー

タをすぐに再起動します。
System Settings Change.Windows has finished installing a new device.The software that

supports your device requires that you restart your computer.You must restart your computer

before the new settings will take effect.Do you want to restart your computer now?

既存の Windows ドライバの更新（Windows 2012 および 2012 R2）

ドライバのインストールファイルはシステムディスクドライバのタイムアウト値など特定の

レジストリエントリを変更します。ドライバを削除しても、これらの値は復元されません。

注意

この項の手順に従って、既存のWindowsドライバを更新します。Cisco VIOインストーラを使用
してドライバをアップグレードすることもできます。必要なリリースの各ドライバ ISOをダウン
ロードし、そのファイルの場所からMSIインストーラを使用します。次に、リリース固有のパス
の例を示します。

• Windows/Installers/Cisco/MLOM/W2K12/x64/

• Windows/Installers/Cisco/MLOM/W2K12R2/x64/

Windows 2012と 2012 R2の各種のバージョンおよびエディションで VICドライバをインストール
およびアップグレードするには、Cisco VIOインストーラを使用します。Cisco VIOインストーラ
の詳細は、READMEファイルを参照してください。

Windows 2012および 2012 R2の OSのインストール時には、Windowsドライバをインストールす
るための以下のベストプラクティスに従ってください。
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ドライバをアップグレードする前に、次の順序でインフラストラクチャをアップグレードする

必要があります。

（注）

•インフラストラクチャファームウェア（UCS Managerを含む）、ファブリックインターコ
ネクト、およびシャーシ I/Oモジュールをアップグレードします。

•サーバやアダプタのファームウェアをアップグレードします。

• OS VICドライバをアップグレードします。

適切なアップグレード手順に従わない場合、サーバがクラッシュする恐れがあります。注意

手順

ステップ 1 デバイスマネージャを起動します。

a) [My Computer]を右クリックします。
b) [Manage]を選択します。
c) [Device Manager]を選択します。

ステップ 2 アダプタを展開します。

• eNICドライバでは、[Network Adapters]を展開します。

• fNICドライバについては、[Storage Controllers]を展開します。

ステップ 3 [Devices]リストで、アダプタを右クリックして [Update Driver Software]を選択します。
[Update Driver Software]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [How do you want to search for driver software?]領域で、[Browse my computer for driver software]を選
択します。

ステップ 5 アダプタを選択し、[Next]をクリックします。
ステップ 6 [Install from Disk]ウィンドウで、ドライバファイルを参照し、[OK]をクリックします。

ステップ 7 [restart]ポップアップの [OK]をクリックしてサーバを再起動します。

既存の Windows ドライバの更新（Windows 2008 SP2 および R2）

ドライバのインストールファイルはシステムディスクドライバのタイムアウト値など特定の

レジストリエントリを変更します。ドライバを削除しても、これらの値は復元されません。

注意
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この項の手順に従って、既存のWindowsドライバを更新します。Cisco VIOインストーラを使用
してドライバをアップグレードすることもできます。必要なリリースの各ドライバ ISOをダウン
ロードし、そのファイルの場所からMSIインストーラを使用します。次に、Windows 2008 R2リ
リースのパスの例を示します。

• Windows/Installers/Cisco/MLOM/W2K8R2/x64/

Windows 2008と 2008 R2の各種のバージョンおよびエディションで VICドライバをインストール
およびアップグレードするには、Cisco VIOインストーラを使用します。Cisco VIOインストーラ
の詳細は、READMEファイルを参照してください。

Windows 2008および 2008 R2の OSのインストール時には、Windowsドライバをインストールす
るための以下のベストプラクティスに従ってください。

ドライバをアップグレードする前に、次の順序でインフラストラクチャをアップグレードする

必要があります。

（注）

•インフラストラクチャファームウェア（UCS Managerを含む）、ファブリックインターコ
ネクト、およびシャーシ I/Oモジュールをアップグレードします。

•サーバやアダプタのファームウェアをアップグレードします。

• OS VICドライバをアップグレードします。

適切なアップグレード手順に従わない場合、サーバがクラッシュする恐れがあります。注意

手順

ステップ 1 デバイスマネージャを起動します。

a) [My Computer]を右クリックします。
b) [Manage]を選択します。
c) [Device Manager]を選択します。

ステップ 2 アダプタを展開します。

• eNICドライバでは、[Network Adapters]を展開します。

• fNICドライバについては、[Storage Controllers]を展開します。

ステップ 3 [Devices]リストで、アダプタを右クリックして [Update Driver Software]を選択します。
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[Update Driver Software]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [How do you want to search for driver software?]領域で、[Browse my computer for driver software]を選
択します。

ステップ 5 アダプタを選択し、[Next]をクリックします。
ステップ 6 [Install from Disk]ウィンドウで、ドライバファイルを参照し、[OK]をクリックします。

ステップ 7 [restart]ポップアップの [OK]をクリックしてサーバを再起動します。

Windows での Cisco UCS VIC ドライバのアップグレード
Cisco VIOインストーラを使用して、Windows 2008、2008 R2、2012、2012 R2の各種のバージョ
ンおよびエディションに VICドライバをインストールおよびアップグレードすることができま
す。Cisco VIOインストーラは、Cisco UCSドライバ ISOバンドルに含まれます。

NIC チーミングドライバのインストール

Windows 用 Cisco NIC チーミングドライバについて
Windows用 Cisco NICチーミングドライバはWindows Server 2008およびWindows Server 2008 R2
64ビットでサポートされています。ドライバはWindowsのコントロールパネルまたはWindows
コマンドプロンプトでインストールできます。

（注） • Hyper-Vゲストオペレーティングシステムは、Windows用 Cisco NICチーミングドライ
バではサポートされません。

• NICチーミングドライバでは最大 4チームをサポートします。

ドライバをインストールした後、ドライバファイル付属の enictool.exeコマンドラインユーティ
リティを使用してNICチーミングを設定できます。ドライバは次のチーミングモードをサポート
します。

• Active-Backup（フェールバックありまたはなし）

• Active-Active（送信ロードバランシング）

• 802.3ad LACP

ドライバは次の送信ロードバランシング方式をサポートします。

• TCP接続

•送信元および宛先MACアドレス
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• MACアドレスと IPアドレス

ドライバはロードバランシング用の次のハッシュオプションをサポートします。

• XORハッシュ

• CRCハッシュ

Windows 用 NIC チーミングドライバの取得
シスコ NICチーミングドライバは UCS関連のWindowsユーティリティ ISOに含まれています。

手順

ステップ 1 Webブラウザで、http://www.cisco.comを開きます。
ステップ 2 [Support]で [All Downloads]をクリックします。
ステップ 3 製品選択で [Products]をクリックし、さらに [Unified Computing and Servers]をクリックします。
ステップ 4 入力を求められたら、Cisco.comのユーザ名およびパスワードを入力して、ログインします。

UCSドライバをダウンロードするには、サインインする必要があります。

ステップ 5 プラットフォームに応じて、[Cisco UCS B-Series Blade Server Software]、[Cisco UCS C-Series
Rack-Mount UCS-Managed Server Software]、または [Cisco UCS M-Series Modular Server Software]を
選択します。

ステップ 6 Unified Computing System (UCS)ユーティリティをクリックし、Windowsプラットフォームを選択
します。

ステップ 7 ダウンロードするリリースのリンクをクリックします。

デフォルトでは最新のリリースバージョンが選択されます。

ステップ 8 [Release Notes]リンクをクリックして、リリースノートの最新バージョンを表示します。
ステップ 9 ダウンロード方式を選択し、ドライバのダウンロードを実行します。プロンプトに従います。

Download

ソフトウェアを即時ダウンロードします。

Add to Cart

後でダウンロードするユーティリティ ISOをカートに追加します。

次の作業

ドライバをインストールする前に Cisco UCS仮想インターフェイスカードドライバのリリース
ノートを読んでください。
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コントロールパネルからの NIC チーミングドライバのインストール

手順

ステップ 1 Windowsで、[Start] > [Control Panel]とクリックします。
ステップ 2 [Network and Sharing Center]を探してクリックします。

具体的な場所については、Windowsサーバのマニュアルを参照してください。

ステップ 3 [Network and Sharing Center]で、[Manage Network Connections]をクリックします。
ステップ 4 [Network Connections]フォルダで、イーサネットインターフェイスを右クリックし、[Properties]

を選択します。

ステップ 5 [Install]をクリックし、[Protocol] > [Add]と選択します。
ステップ 6 ドライバディレクトリを参照し、[OK]をクリックします。

シスコNICチーミングドライバがインストールされ、イーサネットインターフェイスプロパティ
にリストされます。

次の作業

コマンドプロンプトで、enictool.exeユーティリティを実行して、チームを作成または削除しま
す。

コマンドプロンプトからの NIC チーミングドライバのインストール

手順

ステップ 1 Windowsで、管理者権限でコマンドプロンプトを開きます。
ステップ 2 コマンドプロンプトで、enictool -p "drivers_directory"と入力します。

シスコ NICチーミングドライバは指定したディレクトリにある .infファイルを使用してインス
トールされます。

例：

次に、一時ディレクトリにある .infファイルを使用してチーミングドライバをインストールする
例を示します。

C:\> enictool -p "c:\temp"

次の作業

チームを作成および削除するには、enictool.exeユーティリティを使用します。
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enictool.exe を使用した NIC チーミングドライバの設定

手順

ステップ 1 Windowsで、管理者権限でコマンドプロンプトを開きます。
ステップ 2 チームを作成するには、「enictool -c "list of connections"-m mode」と入力します。

モードオプションは、次のとおりです。

• 1：アクティブバックアップ

• 2：アクティブバックアップ（アクティブモードへのフェールバック）

• 3：アクティブアクティブ（送信ロードバランシング）

• 4：802.3ad LACP

例：

この例では、アクティブバックアップモードで 2枚の NICのチームを作成します。

C:\> enictool -c "Local Area Connection" "Local Area Connection 2" -m 1

ステップ 3 チームを削除するには、「enictool -d "name of the NIC team"」と入力します。

例：

この例では、「Local Area Connection 3」という名前のチームを削除します。

C:\> enictool -d "Local Area Connection 3"

「Local Area Connection 3」は、NICチームの名前で、個々のアダプタの名前ではありま
せん。

（注）

ステップ 4 追加オプションと使用方法についての情報を表示するには、次のように入力します。 enictool /?
ロードバランシング方式、ロードバランシングハッシュ方式、およびその他のオプションを設

定するには、表示されたコマンドオプションの情報を使用します。

iSCSI のクラッシュダンプドライバのインストール

はじめる前に

Microsoft iSCSIサービスが実行されていることを確認します。

iSCSI vNICがサービスプロファイルで定義されていることを確認します。
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手順

ステップ 1 cisco.comから適切なドライバ ISOファイルをダウンロードします。
ステップ 2 CSCO_VIO_INSTALLER_64_3.5.8.msiファイルをマウントし、抽出します。
ステップ 3 Windowsで CSCO_VIO_INSTALLER_64_3.5.8.msiファイルを実行します。
ステップ 4 VIOインストーラで、[VIC iSCSI dump]を選択し、次に [Next]を選択します。
ステップ 5 サーバをリブートします。

sNIC ドライバの初回インストール
Windowsは新しくインストールされたデバイスを検出し、「Found New Hardware with SAS
Controller」というメッセージを表示します。Found New Hardwareウィザードで、新しくインス
トールしたデバイスに対してデバイスドライバのインストールを開始します。

sNICドライバをサポートしているのはWindows 2012以降のバージョンだけです。重要

手順

ステップ 1 [Install from a list or specific location (Advanced)]を選択し、[Next]をクリックします。
ステップ 2 [Search for the best driver in these locations]を選択します。
ステップ 3 [Include this location in the search:]を選択します。
ステップ 4 ドライバディレクトリへのパスを入力し、[Next]をクリックします。
ステップ 5 [Next]をクリックし、Found New Hardwareウィザードを完了します。

ステップ 6 Windowsが次のメッセージを表示した場合は、[Yes]をクリックし、コンピュータを再起動しま
す。System Settings Change.Windows has finished installing a new devices.The
software that supports your device requires that you restart your
computer.You must restart your computer before the new settings will take
effect.Do you want to restart your computer now?

ステップ 7 起動時に選択を求めるメッセージが表示されず、Windows Server 2012によって新しく追加した
VIC-SNIC用のドライバがインストールされる場合は、既存の sNICドライバのアップグレード,
（15ページ）を参照してください。
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既存の sNIC ドライバのアップグレード
更新された sNICドライバのバージョンをインストールできます。

手順

ステップ 1 [My Computer]を右クリックします。
ステップ 2 [Manage]をクリックします。
ステップ 3 [Device Manager]を選択します。
ステップ 4 [Storage controllers]を選択して展開します。
ステップ 5 デバイスリストの [Cisco VIC-SNIC Adapter]を右クリックします。
ステップ 6 [Upgrade]を選択し、Hardware Updateウィザードを開始します。

ステップ 7 [Install from a list or specific location (Advanced)]を選択し、[Next]をクリックします。
ステップ 8 [Don't search]を選択します。[I will choose the driver to install.]を選択し、[Next]をクリックします。
ステップ 9 [Have Disk...]をクリックします。
ステップ 10 ドライバディレクトリへのパスを入力し、[OK]をクリックします。
ステップ 11 HardwareUpdateウィザードまたは [Select aDeviceDriver]ダイアログボックスが開いたら、[Next]

をクリックします。

ステップ 12 Hardware Updateウィザードで、[Finish]をクリックします。
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